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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

tt0765-83-1100 朝日町役揚 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下1133

10万人目の来館者
昨年7J J 31卜｜にオープンした fなないろKAN Jの入館者

が7月10「｜、10万人を趨えました。

I O万人同となったのは、入善IUJのjぶ川ひろ子さんで、婦人

会の研修で初めて訪れました。f突然で、び、っくりしましたが、

良い記念になりましたJと仏川さん。胡野社長からガラス工房

と｜拘ぷ工房で作られた風鈴とコーヒーカップが贈られました。
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な
な
い
ろ
K
A
N｝
オ
ー
プ
ン
し
て
1
年

海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ぺ
！
ジ

山
鯖
大
家
庄
統
合
小
学
校

の
絞
名
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報

ま
ち
の
う
ご
き

あ
さ
ひ
の
美
術

2 

⑨ 広報あさひは資源憾のため再生紙を使用しています
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の。シ

昨
年

7
月
引
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た

「な
な
い
ろ
K
A
N
」
が

一
周
年

を
迎
え
、
入
館
者
も
ゆ
万
人
を
超

え
ま
し
た
。

「な
な
い
ろ
K
A
N」
は
、
ガ
ラ

ス
工
房
や
陶
芸
工
一層
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

朝
市
を
は
じ
め
絵
本
原
画
や
昔
懐
か

し
い
蓄
音
機
や
ラ
ジ
オ
、
伝
統
的
な

大
工
道
異
を
展
示
す
る
な
ど
7
つ
の

館
が
あ
る
複
合
施
設
。
オ
ー
プ
ン
し

て
1
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
内
容
も

充
実
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
な
な
い
ろ
の
感
動
と
体
験
を
昧

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
四
時

川
仁
川
を
版
必
す
る
ア
り
ざ
た
て
町
」

は
、
川
口
ま
で
の
何
週
日
附
日
に
州

市
を
間
航
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
・
友

い
と
あ

っ
て
午
前

8
的
犯
分
の
開

店
か
ら
午
前
川
時
ま
で
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン

『あ
じ
わ
い
館
」
は

ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル
、
利
引
を
人
川
め

符
出
は
約

1
8
0
。
午
前
日
時
か

ら
午
後
9
時
ま
で
の
品
川
業
で
、

小
怖
い

料
則
を
小
心
に
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー

を
矢
し
め
ま
す
。
い刊は
テ
ラ
ス
で
例

日
係

・
山
川
川
係
の
雌
裂
を
叫
h

み
な
が

ら
、
市
伐
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
不

助
品
川
辿
跡
を
眺
め
な
が
ら
の
食
下
が

で
き
ま
す
。

ガ
ラ
ス

L
Mや
陶

Z
E
Mの
あ
る

『
て
づ
く
り
館
」
で
は
、
吹
き
ガ
ラ

ス
体
験
や
陶
去
作
り
が
で
き
ま
す
。

肘
併
に
l
つ
し
か
な
い
チ
作
り
作
品

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

陶
主
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す

が
、
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
は
毎
週
土
－

H
附
川
と
祝
日
の
み
。
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
戸
山川
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

明
日
川
山
・
材
の
絵
本
作
・
一
家
、
政
叫
汁

円
文
禿
さ
ん
の
絵
本
川
町
州
や
絵
本
が

民
一ボ
さ
れ
て
い
ま
す
ま
た
、
井
川

文
秀
シ
ア
タ
ー
と
題
し
、
テ
レ
ビ
で

3
つ
の
物
訴
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
・
五
際
に
絵
本
会
」
干
に
取

っ
て
読
む
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、

子
供
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

占
き
以
き
時
代
の
ふ
れ
あ
い
の
崩

と
し
て
、
げ
懐
か
し
い
部
行
機
が

は
点
、
ラ
ジ
オ
が
辺
点
、
そ
の
ほ

秋冬の吹きガラス講習会受講生募集体験～宮古

~ ～陶
吹きガラスに興昧をお持ちの方、ぜひ参加ください。

スタッフと一緒に楽しく作昆を作りましょう！

〈手ぴねりコース〉 料金1,500円
湯のみや凹などを作ります。（1時間程度）

コース ①9/21・28、10/5・12・ 19・26…6固（いずれも月曜日）
一 締切は9／ア（月）
②11/9・16・30、12/7・14・21…6固（いずれも月曜日）
締切は10/26（月）

〈手ぴねり・絵柑けコース〉料金2,000円
成形と絵付けが体験できます。

成形から約2週間後に給付けを行います。

〈給付けコース〉 料金1,000円～
力ツプ、 皿、湯のみなどの中から選び、

給付けを行います。

3
母出
・

各コースとも午後6時から8時まで

対象 申掌笠以上で定員は各コースとも3名

全6(Q)で15,000円（材料・保陵料三む）

なないろKANに申し込み用紙があります。どの
申込み
コースを希望するかなど記入し、締切り日まで

提出してください。応募多数の場合は抽選と芯

ります。当選された方には受講開始1週間前ま

でに電話で連絡します。

時間

費用

受付け時間

午前9時～午後4時随時体験できま
すが予約の方を優先しますので、 事前

にご連絡ください。

作昂の受け渡し

作昂が完成するまで、 1力月程度かかり
ます。取りに来られるか、宅配（着払

い）となります。

~園

か
レ
コ
ー
ド
や
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
が
民
心
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン

テ
ィ
l
ク
フ
ァ
ン
に
は
う
れ
し
い
ミ

ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
々
の
作
ら
し
を
染
い
て
ち
た
ト
八

仁
迫
只
が
数
多
く
川
収
不
さ
れ
て
い
ま

す
e
l
暗
に
は
鍛
治
場
が
川
刻
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
伝
統
的
な
大
仁
迫

μ

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
階
に
は
、

建
築
年
ぷ
と
起
し
、
川
の
砧
築
物
の

歴
史
を
パ
ネ
ル
で
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「ま
な
び
断
」
は
川
修
会
や
打
ち

合
せ
、
州
制
時
．会
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
ε

別
人
ま
で
以
内
で
谷
ま
す
，

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
ヒ

ス
イ
の

M
．
れ
が
民
心
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
川
の
出
版
加
－
L
グ
ル
ー
プ
が
開

発
し
た
特
庫
川
版
必
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
の

こ
れ
ま
で

「な
な
い
ろ
K
A
N
」

で
は
、
ク
ラ
ス
会
や
結
納
式
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
ん

な
形
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

’F
什

刊
叫

み
ご
た
え
館
め

展
示
を
入
れ
笛
え

み
ご
た
え
館
は
絵
本
作
家
、
政
升

u文
秀
さ
ん
の
絵
本
原
耐
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
以
米

「山
鳥

の
旅
」
を
民
心
し
て
き
ま
し
た
が
、

ア
ハ
よ
り
「
く
ら
げ
は
ね
な
し
｝
を

M
・4
し
て
い
ま
す
。

「
く
ら
げ
は
ね
な
し
」
は
、
．
M
総

半
向
の
海
ぷ
小
川
m．
を
訪
ね
た
と
き
、

海
女
た
ち
が
謂
っ
た
却
を
も
と
に
山

ポ
k
が
っ
た
物
泊
。
制－
M
に
沈
む
五

し
き
ι
叫
ん
川
で
総
り
出
げ
ら
れ
る
訓

を
、
色
鮮
や
か
に
陥
き
しし
げ
て
い
ま
す

本
脱
会
ボ
で
は
、
「
く
ら
げ
は
ね
な

し
」
の
似
州
全
お
山
と
、
季
節
の

訪
悩
っ
た
え
る
タ
ブ
ロ

l
作
品
を
は

じ
め
、
モ
ノ
ク
ロ
で
捕
か
れ
た
「
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
が
さ
い
た
」
の
あ
わ
せ

て
位
点
を
凶
ぶ
し
て
い
ま
す
。

ビール祭IJ•踊催中！
期間 8月10日（月）まで
午後5～9時
（ラストオーダーは午後8時）

ビール飲み滋鑓
男性1,500円女性1,000円

※8月8日（土）午後5時30分～
滝沢組ガーデンコンサー卜

・回・
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拡かまたち
泊婦人会コーラス部

地
域
の
｛下喧

はき
f生発
送え 信

ラ
ジ
オ
・ミ
ュ
l
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

『
ラ
ジ
オ
は
、

山
分
の
日
川
す
り
円
だ
け
で

人
を
引
き
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

手。

大
野
祐
希
く
ん

下
野
の
大
野
寿
嗣

・
晴
美

さ
ん
夫
裂
の
長
男

（平
成
8
年
5
月
2
日
生
）

柚
木
里
紗
ちゃん

草
野
の
柏
木
二
郎

・
香
里

さ
ん
夫
裂
の
長
女

（平
成
8
年
5
月

M
日
生
）

0 

-. 

司’ －．

':'fJfl)守令室の。

お付ミ.ミまち時怠

。

そ
の
点
が
慌
し
く
も
あ
り
、
魅
力
あ
る
と

こ
ろ
。
剖
伐
は
、
多
く
の
人
に
南
側
の
い
付

似
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
外
に
山
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
コ

昨
年
l
a一月
ニ
ト
円
H
、
以
内
＝
．係
円

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
と
し
て
、
新
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
般
送

「ラ
ジ
オ

・
ミ
ュ

l
」

が
開
川
。
制
日
町
を
A

け
む
新
川
プ
巾

一品川

を
可
聴
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
ド
押
印
さ

ん
は
、
今
年
内
灯
か
ら

「ラ
ジ
オ

・
ミ
ユ

i
」
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、
行
政
情

報
や
地
域
の
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「子
供
の
こ
ろ
兄
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ

ー
併
組
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
強
く
印
象
に

即
日
り
ま
し
た
」
と
品
す
下
川
刊
さ
ん
。
テ
レ

ビ
の
州
像
よ
り
も
ナ
レ
ー
タ
ー
の
山
に
引

き
得
せ
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
迫
へ
。
火
山
手
伝
学
小
に
『
N
H

K
金
沢
」
の
ラ
ジ
オ
品
川
組
を
判
内
し
て
以

来
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
や

デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
を
数
多
く
椛
験
し

て
き
ま
し
た
。

「令
凶
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
般
迭
は
い川
川

を
超
え
ま
し
た
が
、
特
に
新
川
地
々
は、

地
域
に
密
指
す
る
と
い
う
点
で
は
、
適
正

な
規
模
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
下
滞
さ

ん
。
「
現
缶
、

『ラ
ジ
オ

・
ミ
ュ

l
』
で
は
、

身
近
に
あ
る
話
題
や
的
報
を
提
供
す
る
地

域
の
リ
ポ
ー
タ
ー
を
必
袋
小
で
す
。
押
さ

ん
も
机
川
知
先
日
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
。
ド

搾
さ
ん
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

さ；聞かさん

地鑓にハーモニーの輸を

吉
江
未
希
さ
ん

（月
山
）

バ
箇
庄
小
学
校
六
年

私
の
拶
は
、
芙
特
例
に
な
る
こ
と

で
す
。
髭
の
毛
が
長
い
と
き
自
分
で

し
ば
っ
た
り
す
る
の
が

M
き
で
、
美

特
例
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
容
さ
ん
の
監
を
私
の
々
え
た
髭
引

に
カ
ッ
ト
し
て
あ
げ
て
、
必
ん
で
も

↑
ら
い
た
い
で
す
。

』
が
ん
ば
っ
て
尖

容
師
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
壁
引

を
々
え
た
い
で

す
。

光
く
ん
（
町
南
保
）

南
保
小
学
校
六
年

伐
は
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
だ
か
ら
、

将
米
サ
ッ
カ
ー
選
子
に
な
り
た
い
で

す
。
も
し
な
れ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

し入
会
に
山
て
抗
縦
し
れ
名
に
な
っ
て

み
た
い
で
す
。
な
れ
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
サ
ッ
カ
ー
は
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
夢

、
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

下
坂

香織さん （19歳月11J)
一一 明日開［商t会一一

西田

（花
房
）

山
崎
小
学
校
六
年

僕
の

一
掃
の
必
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
少
年
同
の
全
岡
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
き
び
し
い
練

刊
を
し
、
ま
ず
予
選
の
誠
A
H
を
勝
ち

抜
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
全
国
大
会
に
山
判
明
し
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
を

‘
打
っ
た
り
、
相

』
手
の
チ
l
ム
か

M

ら
た
く
さ
ん
．
一

艇
を
と
っ
た
り

し
た
い
で
す
。

永
口
和
樹
く
ん

越
板
美
沙
杏
さ
ん

（向
陽
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
拶
は
、

化
問
さ
ん
に
な
る
こ

と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
化
を

つ
む
の
が
山
本
し
そ
う
だ
か
ら
で
す
。

私
は
特
に
化
の
中
で
川
引
き
な
の
は
カ

ス
ミ
ソ
ク
で
す
。
ふ
わ
っ
と
し
て
て
、

き
れ
い
だ
か
ら
で
す
。
で
き
た
ら
花

i
a
EF

屋
さ

ん
に
な

－－－
－苧
｝’d品
り
、
お
客
さ
ん

・
・
開

ブ

ミ

に

点

ん

で
も
ら

4
・
・
・
・
司
、

い
た
い
で
す
。

町
の
こ
と
を
も
ーっ
と
知
り
た
い

昨
年
の
凹
月
か
ら
尚
工
会
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
記
帳
専
任

職
員
と
し
て
各
商
店
の
売
り
上
げ
や
、

取
り
引
き
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
人
刈
す
る
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
の
お

T
伝
い
ち
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
向

山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
川
の
こ
と

を
も
っ
と
・以
く
川
り
、
ル
札
ぃ引
に
的
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
“

休
み
の
け
は
ド
ラ
イ
ブ
に
川
か
け

る
ほ
か
、
以
近
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
に
削
っ
て
い
ま
す
の
泌中
1

に
花
を
口
っ
て
き
て
、
利
己
流
に
飾

り
付
け
、
来
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年

の
夏
は
ぜ
ひ
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
た
い
で
す
ね
。

今
年
の
二
川
に
十
九
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
で
、
結
姉
は
ま
だ
ま
だ
先
の

話
。
則
怨
の
タ
イ
プ
は
、
資
任
感
が

あ
り
、
山
分
の
必
児
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
る
人
で
す
。

『・1
t
a
et
－－’’
l
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泊婦人会合唱部は、朝日町にまだ大人の合唱団がなかっ

た昭和51年、会員の親睦と地域への奉仕を目的に結成され

ました。

濠泉吉治先生を指導者として迎え、 30人あまりの女性合

唱として数々の幽を執ってきました。昭和60年に“より深

みのある合唱を”との思いから、男性も加わり混声となり

ました。また、平成ア年からは堂本宗利先生に指導を受け

ています。

毎年出演しているのは婦人会総会や敬老会、その他の婦

1人会行事です。総会では、なつかしい簡や新しい曲など年
閣の成果発表を兼ねて、数いながらつながりを深めていま

す。敬老会では琴の伴奏で童謡を中心とした歯を行い、毎

年楽しみに待っていただいています。

愛唱歌の1つであるI朝日岳の歌jは、私たちの指導者の
編曲された献であったので、数多くの場で発表しています。

ここ数年、音楽に対する関心も高まり、当町でも鑑賞会

や発表会があるようになりました。し力、し、合唱に関心を

持つ人は少ないようです。芸能文化祭等に参加し、いっそ

う輪を広げていきたいと思っています。

．． 
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ん
や
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く
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1
っ
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く
ん
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ち
ん
。
以
っ
と
ら
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っ
て
、
う
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ま
き
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な
く
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ま
き
じ
ゃ
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い
つ

引
に
く
る
く
る
で
き
る
平
つ
で

し
ょ
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つ
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あ
っ
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さ
か
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地
え
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な
ん
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よ
く
似
と
る
な
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（
チ
ョ
コ
レ
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ト
畑
？
〕（2
蹴
児
）

散
歩
の
途
中
、

．
山
に
舶
え
ら
れ

町長のひとりごと

皆さんは森林法という法律を

ご存じでしょうか。森林に関す

る基本的事項を定めて、森林が果

たしている国土保全機能を守る

ことなどを目的とした法律です。

平成4年に、自然と人聞が共

生する豊かな森林文化社会の実

現を目指すとともに、森林・林

業行政の飛躍と森林交付税の早

期創設を求めるため、森林交付

税創設促進同盟が結成。朝日町

も全面積227.41 km2のうち森

林面積がl95.23km2であるた

め加盟し、その必要性を訴えて

きました。本年、間接的に地方

交付税交付金に550億の予算が

ついたことは、いっそうの弾み

となり、 今後は別枠の森林交付

税の創設に向かって決議をする

総会に出席しました。

ところで、 8月は21世紀の

まちづくりを託す町議会議員選

挙と衆議院議員の補欠選挙があ

り、 熱い月となりそうです。町

政・国政を託す選挙であるとと

もに、 来年の統一選挙もあり県

内外から注目されています。町

民の皆さんの積極的な投票をお

願いいたします。

ー方、7月24日に自民党総

裁選挙が行われ、 実質的な新し

い総理大臣が決まります。願わ

くば、国民が何を考えて、何を求

めているのかを直視していただ

く方になってほしいものです。

(7月23日記）
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太家庄の統含IJ＇挙絞の統音が
fあさひ野山挙絞J＇三選定され志レた。
． 山崎~極一清モな
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向
…
作

敬
人
マ
中
学
k
f側
人
市
町
夫
利
V

テ
ニ
ス
マ
．
仙取
引，
l
制
H
A
マ
ム
f

制
H

A
V
h1
球
マ
印
此
以
上
別
f

仏
川
医
秋
V
ぷ
迫
マ
川
体

・
川
μ
f州制

H
小

・
久
子
明
日
中
マ
山刀

r何
人

・

灯
同
級
立
問
清
文

・
日
同
級
打剛
山

克
太
郎

・
的
同
級
南
茂
耕
太

・
市

川
喝
級
沢
木
克

・
河
川
喝
起
河
村
掛川マ

k
f伺
人
・
ゆ
刊
い
時
級
山
山
仰

・
日

同
級
揃
内
侍
刺市

・
日
同
超
大
林
紘

校
水
白
述
也
マ
共
通
タ
l
ボ
ジ
ャ
ブ

投
下
沢
良

O
中
学
久
子
マ

2
年
削

M
水
口
治
菜
マ
3
年
削

M
大
久
保

理
絵
マ

l
年
閣

M
愛
場
出
来
マ

2
・
3
年
制

M
牧
野
久
史
子
マ

l

作

m
M
m川
市山
中
川
町
必
引

マ
l

・

2
・
3
K小
川側

M
リ
レ

l
水
品
、
大

久
保
、

秋
山
、
円
上小
マ
l
作
砲
丸
投

柳
川
久
必

e I 11( IJ～2 11 (11) 
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が
進
め
ら
れ
て
い
る
山
附

・
太
田家・
什

の
統
九
円
小
学
校
の
校
名
が
、

「
あ
さ

ひ
野
小
川
f
校
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

校
名
に
つ

い
て
は
昨
年
、

111 
11附

f
マ
児
立川
・
l
年
山
子
瑞
挙

・
4
年

山
手
附
人

・
6
年
山
手
出
師
V
陛
よ

マ
少
作
男

f
5
年
制

M
南
部
誠
マ

中
川
子
山
山
「
・

1
年
間

M
長
津
勇

樹

・
2
年
間

M
下
沢
以

・
3
年
間

M
版
本
宗
範
マ
1
・
2
・
3
作
川
山

f

m附

M
リ
レ

l
．
卜
沢
、
坂
本
、
尚
桜
、

以
州
マ
l
年
上
広
州
跳
鈴
木
版
介

マ

2
・
3
作
トド比
州
跳
以
上
中
山
純
マ
l
年

他
丸
投
山
川
佐
川
川
マ
2
・
3
作
山
川
丸

8月のスポーツ

i(-1 ，~：j校グラ ンド

文化体内センターグランド
（※以ト、文体セ）
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“痔”の話
直門からの出血の約8割は、
痔核が原因といわれています。

痔核は虹門を閉鎖するのに役立

っているクッシヨン部分（動静

脈叢や平滑筋などの粘膜下部

分）の腫れた状態を指していま

す。発生部位により直腸側の内

痔核と直門側の外痔核に分けら

れます。

原因は便秘や下痢の便通異

常、長時間の座位、酒やコショ

ウなどの刺激物の摂り過ぎ、出

産などがあります。

症状は初期のころは出血が主

で、進行すると匹門外へ脱出し

激しい痛みを伴うようになりま

す。一般に症状の重症度を1～

4度に分けて治療にあたります。
治療は~I門の洗浄（ぬるま湯

が最適）と優遇の正常化（便秘に

よりいきまないこと）が大原則

で、 これに痔核治療薬を加えて

軽快するものがほとんどです。

その他には、痔核静脈硬化剤、

輪ゴム結禁法、冷凍療法、レー

ザ一治療、さらに手術療法があ

リます。

ijI門の出血が、本当に痔から

のものか否かをまず見極めたう

えで治療することが大切です。

大腸ガンや炎症性の疾患が奥に

潜んでいることもありますの

で、積極的に医師の診察を受け

ることが必要です。恥ずかしが

らずに“痔核”をしっかり“自

覚”することが大切です。

火
山
本
山
地
似
の
山
に
必
集
を
岬
び
掛

け
る
チ
ラ
シ
を
配
利
。
1
6
5山
…の

J

ル
必
が
あ
り
、
協
議
の
仙
川
本
、
的
の

じ
洋
子
山
引
さ
ん
の
作
品
が
巡
ば
れ
ま

し
た
。「あ
さ
ひ
肝
」
の
校
名
は
、
山

附

・
大
家
庄
の
統
合
小
川
I
校
が
町
名

の
由
来
で
あ
る
朝
円
需
の
麓
に
位
置

し
、
よ
く
眺
浪
で
き
る
こ
と
と
、
朝

H
舟
の
よ
う
に
必
然
向
打
（
洛
ち
届

い
て
い
て
も
の
ご
と
に
動
じ
な
い

様
）
と
し
た
迩
で
、
制
く
判
円
の
よ

う
に
向
つ
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

「あ
さ
ひ
町
小
学
校
」
の
附
校
は

．平成
川
年

4
川
。
川
ん
引
数

2
2
4

人
の

9
乍
級
で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
す
。
校
内
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

出
－

mL小
池
2
附
組
、
行
附
に
多
什

的
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
ほ
か
、
段
い
じ
ん

の
ス
ロ
ー
プ
化
や
ト
イ
レ
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
に
配
慮
。
高
齢
者
と

の
交
流
な
ど
、
山
訟
と
地
域
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
促
進
す
る
造
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

脱
川
給
引

南
保

川
上
川
刊
怖
、

上

川
桁
太
郎

山
崎

山
女
述
心
矢
、

k

m
州
市札
樹
、
川
仲
介
優
一
日件
、
鈴
木
大
和
、

経
沢
友
延
、

小
杉
作

f

大
家
庄

由
ル
創
、
四
山
大
、
山
本
恵
哩
催、

阜市
森
美
佳
、
金
井
口
幸
、
伊
藤
深
吾

－
中
学
生
（
3
年
生）
9
名

朝
日
中

大
行
作
映
、
開
彩
下
、
竹

林
ツ
、

山
川
秀

目
郎
、
川
勝
刊
百
織

犬
川
将
山
川
、
郎
内
敬
人
、
州
地
本
沙

子
、
祈
川
口
沖

8:30～ 
8:30～ 

眠・



。人をいつくしみ 」人を理解し

このωが社会福仙のII）である。

し轟

に人を愛しu人を信ずる。人をいたわり
くらしの情報室

朝日町役場 合83-1100
札
咽E
 
－
 

ふくし

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民聞社会福祉

団体です。

場所 朝日町福祉センター内

n83-0576 

陽

花
の
鉢
を
届
け
ま
し
た

ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
・
園
芸
講
習
会
｜

引
け
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
川
附
去
を
過
し
て
ボ

F
U
下
新
川
海
岸
の

海
岸
愛
護
モ
ニ
タ
ー

建
設
省
黒
部
仁
事
宗
務
所
で

は
、
海
岸
に
対
す
る
仲
代
民
の
意

見
を
聞
い
た
り
、
海
岸
市
業
の

p
n
k
を
行
う
た
め
に
、
行
政
と

位
民
の
パ
イ
プ
役
を
し
て
い
た

だ
く

「下
新
川
術
作
愛
護
モ
ニ

タ
ー
』
を
必
州
市
し
て
い
ま
す
。

応
持
川
紙
を
こ
ぶ
引
いい
の
万

は
、
行
制
は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
屯
品
爵
口
り
を
川
記
の
う

え、

8
月
初
日

ωま
で
に
次

の
宛
先
に
お
辺
り
く
だ
さ
い
。

送
り
先

干

mm
i
0
0
4
2

黒
部
市
天
神
新
l
7
3

域
部

仁
市
下
山
務
所
淵
白
諜

「泌
岸
愛

議
モ
ニ
タ
ー
必
集
」
係
（
公

的必’
ー
1
2
2）

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
も
ら

お
う
と
闘
志
制
門
会
を
附
依
し

ま
し
た
。

第
1
凶
の

6
川

m
Hに
は
、

新
川
農
業
改
良
汗
汝
セ
ン
タ
ー

の
稲
葉
附
ぷ
釧
民
を
治
附
に
迎

え
、
上
作
り
な
ど
の
地
礎
知
織

を
以
下
ん
で
か
ら
、
サ
ル
ビ
ア
、

ベ
コ
ニ
ア
、
メ
ラ
ン
ボ
ジ
ュ
ー

ム
を
%
際
に
鉢
に
火
川
せ
航
え
を

し
ま
し
た
り

こ
の

H
制
え
た
化
跡
は
、
ホ

ー
ム
へ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
い

る
一
人
作
ら
し
話
人
、
身
体
附

心
ぃ
一
日
行
、
必
］
人
山
じ
wな
ど
川
内
部

家
山
胞
に
「
H

化
と
泊
り
合
い
、
来

し
い
け
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
と
持
き
添
え
、
配
布
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
「
州

誌
の
以
俄
を
乍
ぶ
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
も
で
き
う

’U刑
務
官

受

験

資

格

附

利
川
制
作
4
川

2

U
か
ら
附
利
回
作

4
川
l

け
ま
で
に
生
ま
れ
た
別
子
校
び

友
子
受
験
用
紙
交
付

8
凡
引

u

叩
ま
で

受
験
受
付
け
期
間

8
川
げ

H
例
か
ら
8
月
山
日
開
ま
で

試
験
日

山

H
4
H
川

問
い
合
わ
せ
先

出
山
刑
務
所

庶
務
争
点
（

8
0
7
6
4
1
m
o

3
7
4
1）
 

町
新
川
む
つ
み
圏

パ
i
ト
職
員

職
種

生
活
指
滋
員

人
員

若
・
卜
名

雇
用

平
成
川
年
叩
月
l
日

締
切
り

8
ハ
末
日

問
い
合
わ
せ

は礼
会
初
枇
法
人

新
川
む
つ
み
附
（
合
汚
’
－
－

3
l）
 

F
U

ふ
る
さ
と
講
演
会

8
月
川
口
側
午
後
2

日
時
時
か
ら

湯
所

生
一
段
予
習
館

講
師

川
k
顕
治
郎
氏
（
山
市
出

身
、
多
防
災
術
大
や
数
段
）

演
題

『
私
の
水
ぃ
巾
叫
川
%
と
だ

い
ろ
水
中」

※
人
以
は
縦
一
利
で
す
。
多
数
の

押
さ
ん
の
ご
米
以
を
お
待
ち
し

ありがヒう
もあたたかい忘
ω朝日町善意銀行
(6月21日～7月9日）

o・::-:111有 )Jiii後ド雄さんから
)Jill！長キヨさんの供設として

100、0001'-I
01;1111 以修政川fij~*flt't さんから

10.000PJ 

野内災 fさんから
2,000 円

れ
し
い
』
と
の
悠
必
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

日以

2
川
の

7
川
お
け
に
は
、

胞
投
附
ぷ
出
家
の

T
隊
川
－
H

惨
さ

ん
を
浦
川
に
、
似
づ
ま
り
し
た

観
楽
柄
物
の
制
え
杯
え
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

す

催

、品

書
官』

a

E

刀

剛
初

活

を

こ

官主

し

教

ら

護

暮

介

川町川村会

M
M肌
仙
川
川
川
会
と

M刷
耐

カ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
協
h
川
の
も

と、

6
川
初
け
か
ら
3
川
コ
ー

ス
で
介
泌
数
本
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
尚
齢
社
会
の

前
社
問
題
に
肘
応
す
る
た
め

に
、
住
宅
の
泌
た
き
り
を
人
な

ど
に
適
切
な
介
必
以
術
の
向
以

向
卜
．
な
閃
る
と
と
も
に
、
よ
り oii1111r 

一
一胞
の
転
宅
制
m
Mの
泊
進
を
門

的
に
附
催
。
第

i
mは
「
老
人

の
心
と
か
ら
だ
の
ぷ
一億
知
識
』

を
テ
l
マ
に
、
あ
さ
ひ
総
合
一
糾

．fsh
 

－－一

院
の
寺
川
版
入
院
長
の
抑
制
義
が

あ
り
ま
し
た
。

寺
川
院
長
は
「
高
齢
化
不
は

尚
い
が
、
現
住
の
邸
歳
以
上
の

尚
的
行
は
ベ
ド
バ
な
人
が
多
い
。

心
身
の
い
段
え
が
別
れ
る
本
米
の

内品賞
開
館j芝ま

室員
授を
急事
？集付会一似祉協泌会ではん悩M州向上を凶るために、地域の

－一lズに泌じながら似々な

引業を夫胞しています“

これからも、川氏の特さ

んに街治したい制批引業をま

すます向上・允定させるた

めに、今年も賛助会封の必

然を行います。

川民の皆怠んの仲只肋合

は、社会一加は肌ボ糸川情念とし

~l霊 縄童 性 ~a場所 1書用 貸借経験
t司Ji冒0ヲ 求人穂積 年齢

＂＇’＂＇ 』’l• H’ ｛本 日 人；1 免 1ヰ 宅島

55才～ 125.000～ 
男
量ij，月山

2 不問姻包 緩役
60才 150.000 日liU也君：.；；シンデ’二4る

2 20才～ 260.000～ 
雪巳
載。草野

請通自動車免許gll!厳遺伝手
50才 350.000 日祖、島（土哩日月2回｝

3 23才～ 220.000～ 
第百Z
朝泊

大型自動車免訴大型ダンプ遜鉱手 50才 270.000 日‘現時2鰐4土曜日
35才～ 150.000- 朝備尾 E商事以上4 経理事務員 50方 160.000 女 他｛当ゼカレンデーによる｝ 経理事務経験苔

20才～ 700～800 
男女
制宮崎

宮通自動車免許5 軍務員 ｛パート｝ 50才 何者間総） 他｛週1.2自芯人茸量目）

6 20才～ 800～900 
男女
事時宮崎

2 普通自勧恋免豹配送員｛パート｝
60才 ｛時間総） 他 （!Iii.2@JZ人母車ヨ｝

7 ウ エー トレス 18才～ 800～900 女 朝 4量水 3 穴筒｛パ ー ト｝ 35才 ｛崎間給） 火他｛相1車の上）

8 つェートレス 18才～ 800～900 女 朝.Ill水 3 不問｛パト｝ 35才 ｛鱒悶銘） 月火水木念他

9 主自立、i朗疋、検査係 16才～ 660～750 女 鈎向山 3 不問｛パー ト｝ 35才 ｛時期銘｝ 8祝他 t~；；，ン7・．；必

一10 鐙持助手、受付 25才～ 700～750 女 ’n.荒川 経験笥~迎（パ世 ト） 40才 ｛時間給｝ 白土祝

平成’O年8月分
ホット求人情報て

お
り
ま
す
。

F
U

ふ
る
さ
と
川
魚

つ
か
み
ど
り
大
会

朝
H
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
明
日
肉
水
幽
漁
業
協
同
組
合

は
、
今
年
も
川
魚
の
つ
か
み
ど

り
大
会
を
聞
き
ま
す
。
当
日
は

ア
ユ
や
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
を
数

多
く
似
流
し
ま
す
の
ご
山
本
政
そ

ろ
っ
て
参
川
く
だ
さ
い
。

日
時

8
川

9
川
側
午
前
川

時
か
ら
日
時
初
分
ま
で

自務院
川

川火
り
ト
川
向
t
H

I
F

f
H
J
J＆
T
J
 

参
加
費

燃
料

そ
の
他

つ
か
み
ど
り
は
綴
f

臼
嗣
採
捕
と
し
ま
す
が
、
子
供

は
小
予
生
以
－卜
。
た
も
等
は
使

用
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

V

事場

直
吋

町

炉
F

’’Rh 

・国

を
年
間
は
、
百
歳
か
ら
初
出
戚

一

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
」
と
説
明
。一

「加
減
ま
で
は
十
分
な
機
能
を

一

維
持
で
き
る
。
社
会
生
活
に
支

一

陣
を
き
た
す
ほ
ど
の
知
能
の
ぶ

一

え
が
あ
る
の
な
ら
、
倒
ほ
う
の

一

可
能
性
が
あ
り
、
正
治
往
化
と

－

一
制
的
伝
化
が
あ
る
こ
と
を
念
副

一

じ
J
M
的
行
と
段
す
る
こ
と
が
ト
八

一

切
」
な
ど
と
ぷ
さ
れ
ま
し
た
。

介
泌
教
山
市
に
は
、
川
山
門
3
U引

を
は
じ
め
介
滋
経
験
の
あ
る
人
F

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川
品
川
を
し

一

て
い
る
人
な
ど
お
名
が
参
加
。一

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
然
心
に
刈

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

一

こ
の
教
集
の
2
回
目
は
、
家

一

嵯
介
護
の
実
際
と
応
急
処
訟
の

一

方
法
、

3
回
向
は
県
介
滋
災
問

一

机
H

汝
セ
ン
タ
ー
で
の
悦
然
併
修

一

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一

て

mhuて
、
叫
ん
似
か
ら
の
M

刊
以

で
社
会
一
制
Mmが
淡
を
%
胞
す
る

も
の
で
す
ニ

昨
作
は

2
、
4
8
2
v引
の
持

さ
ん
か
ら
2
7
4
0
0
0
0

川
の
点
心
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
川
よ
り
佼
助
会
抗
の
日
分
集

を
町
内
会
を
泌
じ
て
行
い
ま
す
。

州
民
の
は
川
さ
ん
の
出
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の

合 I求人情報一覧表lもご;j:IJ用ください。
合くわしいことは、魚鴻公共鳴銭安定所胡自分室 n82-0198へお問い合わせください．

国．＿，舗
面総

国
民
年
金
は
初
歳
か
ら

ω年
間
加
入
し
ま
す

将
米
、
を
齢
付
朝
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と

も
お
年
以

K
M門
以
作
合
に
加

入
し
て
、
以
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
裂
で
す
。
（仰
や
し
年
令

な
ど
戦
場
の
年
余
に
加
入
し
て

い
た
期
間
や
、
引
可
業
主
鮒
な
ど

で
崩
け
山
山
を
し
た
期
間
、
免
除

期
間
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
）

た
だ
し
、
満
額
受
け
取
る
た
め

に
は
刊
年
の
保
険
料
納
付
が

原
則
で
、
不
足
す
る
場
合
に
は

そ
の
則
聞
に
応
じ
て
減
制
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
附
υ
門
川
以
略
作
T
A
h
や
辿

体
間
以
舵
年
A
U
は
、
ぷ
納
期
間
が

あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い
場
介
が

あ
り
ま
す
。

包民正E盆マスコット
リップルくん

年
金
の
問
い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
年
金
係

｛公
役
場
内
線
1
3
2
｝へ

回ヨ・



画
⑧
 
画
也

⑧
也くらしの情報室

fi83・1100朝日町役場

直面、r'iill91lllf <f)町恥e1tivr1

伊川広威盟事務組合から）

シンボルマーが手長記長支・輔の募集
回
講
演
会

日
時

8
周
辺
円
出
午
後
7

時
泊
分
か
ら

煽
所

生
流
山f
留
館

講
師

同
制
服

f
さ
ん
（
栄
川

山
身
、
川
姓
本
村
邦
子
ベ
K

N
H
D
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

演
題

「トト
八
よ
必
の
け
ι
を
引
っ

ぱ
ら
な
い
で
」

主

催

的

地
医
公
民
館
辿
絡
協

議
会
※
入
場
は
無
料
で
す
。
多
数
の

符
さ
ん
の
ご
米
州
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

E
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

ー
布
地
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
｜

残
り
布
を
利
附
し
て
作
る
リ

フ
ォ
ー
ム
の
け
強
磁
妓
術
を
身
に

つ
け
、
い
ろ
い
ろ
な
リ
フ
ォ
ー

ム
作
品
を
作
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ザ
出
動
に
生
か
し
た
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
川
旧
日
刷
か
ら
何

迎
水
附
け
の
川

M
コ
ー
ス
午

後
l
附
却
分
か
ら

場
所

生
似
学
期
円
館

対
象

朝
U
町
に
ト
仕
住
ま
た
は

勤
務
す
る
久
性
（
定
員
初
名
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
材
料

費
は
自
己
負
拘
）

申
し
込
み

8
月
川
山
田
叩
ま

で
生
滅
学
習
諜
（
宮
役
場
内
線

3
2
3）へ。

新
川
広
域
園
事
務
総
合
で

は
、
新
川
広
域
間
取
務
組
合
の

シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
、
制
川
川
三
校
橋

地
内
に
建
設
中
の
新
治
u
m
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
を
説
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

・
新
川
広
域
圏
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
・－
A
4
サ
イ
ズ
の
ケ
ン
ト

紙
の
表
聞
に
マ

l
ク
楽
と
そ
の

裟
聞
に
マ
l
ク
の
怠
昧
を
記
入
。

．
新
川
広
織
圏
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
：
・
官
製
は
が
き
に
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
築
と
そ
の
怠
昧

を
記
入
。

－
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
・：

官
製
は
が
き
に
愛
称
案
と
そ
の

立
昧
を
記
入
。

※
い
ず
れ
も
、
伶
所
・氏
名
（
ふ

り
が
な
）

・版
業
（
M
，r
校
名
、
学

年）
・屯
話
情
リ
ワ
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

’U
W山
崎
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

日
時

8
川
日

u
ω

・
受
付
け

午
前

6
時
初
分

か
ら
午
前
7
時

・
開
会
式

午
リ
川
ア
川
却
分

・
競
授
開
始

午
前
8
附

参
加
資
格

・
る
ん
る
ん
コ

l
ス

（約
3
キ
ロ
）
小
川
下
小
以
上

．
わ
い
わ
い
コ
ー
ス

（約
5
キ
ロ
）
山
中
山
下
旬
以
上

．
ば
り
ば
り
コ

l
ス

（
約
リ
キ
ロ
）
中
学
性
以
上

参
加
費

無
料

申
し
込
み

8
ハ
ア

U
悩
ま
で

サ
ン
リ
l
ナ（

g
m
’
1
8
3

8
）へ
。
巾
し
込
み
用
紙
は
サ

ン
リ
l
ナ
に
あ
り
ま
す
。

主
催

山
附
地
保
体
育
協
会

E
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

呪
夜
、
子
中
l
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
「
児
・
沢
扶
縫
子
中
I

山
引
況
肌
」
『
特
別
川
議
扶
茂
子

山
J

所
得
状
況
崩
」
の
届
け
川
の

必
裂
が
あ
り
ま
す
。
受
給
者
に

は
案
内
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

期
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
内
に
府
け
州
を

し
な
い
と
、

8
川
以
降
の
手
当

ご
み
と
資
源
物
の
状
況

①ごみ総緋出量対比 （単位 トン）・6年度 0 9年度 臼 10年度
~4 558 

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
波
立
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
の
た
び
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
本
婚
の
付
Y
J
の
方

で
児
蛍
が
父
縦
に
一認
知
を
受
け

た
場
品
川
も
引
き
続
き
子
中
ー
を
叉

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
刻
化
、
ト
ボ
姉
の
付

子
の
し
ん
で
児
れ
が
父
に
必
知
を

さ
れ
、
了
中
i
を
交
け
ら
れ
て
い

な
い
万
は
、
な
る
べ
く
U
F
め
に

子
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
袋
件
に
談
中
ー
し

て
か
ら

5
年
が
経
過
す
る
と
、

認
定
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
作
怠
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
福
祉

課
地
域
術
社
係
（
怨
役
場
内
線

1
4
2）
へ
お
問
い
行
わ
せ
く

だ
さ
い
。

応
募
規
定

締
切
り

9
灯

初

日

制

ペ
um印
有
効

・
作
品
は
卜本
発
い
い
伐
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
一
人
で
何
点
も
泌
必
可
。

・
入
口
作
品
の
者
作
機
は
新
川

広
域
問
事
務
組
合
に
制
抑
制
。

．
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
。

入
賞
・
最
優
秀
賞
（
名
部
門
l
点
）・

5o，
O
O
O円

・
優
秀
作
例
（
各
部
門
3
点
）
：

5
．

0
0
0川
州
中
l

の
け川物

（
新
川
2
市

3
川
の
特
泌
物
）

※
発
表
は
日
月
ご
ろ
の
予
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ

新
川
出
峨
園
事
務
組
合
会
T

W
’
8
5
5
5
m
作
市
釈
迦

年
1
［
日
日
荷
l
uげ
合

的

ω
’1

0
2
4）
ま
で

F
U
法
務
局
の
統
合
に
つ
い
て

宮山地方法務局鴎聞東出張

所が、8片山口仰をもっ
て出比され、日山地方法務

局魚伸文向へ統合されるこ

とになりました。

これに伴い、田市東出張所

が管給していた制日町と人

柏市川地域内のAKての不動

点m－尚業法人等に附する殺

記事務は、8川刊日から

魚晶体支局で取り扱うことに

なります。

なお、これと同時に十

地・姥物の此MM山下務がコン

ピュータで処則されること

になります。

詳しいことは、富山地万

法務肺魚山支局（8ns0
461）へお川いんけわせく

ださい。

生活必需昂価格
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眠
柑
匂
姐
隅
同司
O

d
晶

画
割
号

制
刊

ι川

初
閣
邸
内

角

J

食

L

i

続

6
月
か
ら
9
川
は
、
制
的
性

食
中
裁
の
多
発
す
る
時
期
で
す
。

細
附
性
食
中
毒
は
、
原
岡
菌
が

つ
い
て
菌
が
哨
え
た
食
品
を
食

べ
た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。
ゃ

っ
か
い
な
こ
と
は
食
小
ぬ
が
起

こ
り
う
る
状
態
に
な
っ
て
い
て

も
、
昧
ゃ
に
お
い
も
変
わ
ら
な

い
た
め
、
知
ら
ず
に
食
べ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
食

中
ぷ
を
起
こ
さ
な
い
た
め
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
山
内
ぶ
し
ま
し
ょ
う
。

清
潔
・
食
品
に
菌
が
つ
か
な
い
よ

う
、
扱
う
球
回
パ
や
子
は
き
れ
い

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
（
ト
イ
レ

の
後
は
必
ず
T
を
消
必
し
ま
し

ょ
う
）
冷
却
ま
た
は
加
熱
。

－
食
間
間
に
あ
っ
た
保
存
を
し
ま

し
ょ
う
。

冷
却
ま
た
は
加
熱

・
冷
却
は
5
℃
以
ト
、
加
熱
は

十
分
に
。
（
食
品
の
内
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
）

迅
速－材
料
、
食
品
は
ぷ
何
十
く
処
均

し
ま
し
ょ
う
e

－
作
っ
た
も
の
は
す
ぐ
良
べ
ま

し
ょ
う
。

・
祈
り
諦
め
料
埋
な
ど
の
持
ち

川
り
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ
。

・四

6月分

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（

2m
’0
5
7
4）
 

5月分

新
し
い
本

4月分

（
一
般
書）

ず
っ
ぴ
ん
ぬ

カ
ツ
パ
を
京

外

滋

激

突

家

族

川

上

附

欠

エ
グ
エ
レ
ス
ト
の
ル
メ
た
ち

凶
部
井
純
子
編

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
議
訳
み
だ
れ
縫

俄

万

智

他

ま
さ
し
く
歴
史
は
繰
り
か
え
す

波

m
n
n
一

太
山
予
治
に
聞
く
井
上
ひ
さ
し
編

必
よ
1

河
野
義
行

山
川
村
の
行
巡
州
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

れ
川
見
級

相
談
し
よ
う
そ
う
し
よ
う

M
H片
山
ハ

州
地
交
の
レ
シ
ピ

U
－
ヨ
ー
ク

沈

黙

の

存

け
K

・
カ
｜
ソ
ン

剛
被
の
よ
う
な
子T
・
へ
イ
デ
ン

ト
ロ
ン
ト
の
休
日
．石堀
由
美
子

~，雷3金 京
芸笠：ru~ 
V.) ~長 一・ 』J

山人少
」;Ji11三
p i牛の
司王

コ n
エ天銘i
i樹
リ i正
ヨメL

暗
殺
の
械
（
よ
下
）
津
本
脳

ヤ
マ
ダ
一
家
の
辛
抱
（
上
下
）

群
ょ
う
こ

求

愛

必

凶

日

永

ク
ラ
イ
シ
ス
F

片
付
ハ
点

目
Hけ
A

V

%

H

L

r

u

t

－’
H
IJH

凸
γ
叶ポ

t
」
b

T

Aハ

心

室

細

動

結

城

五
郎

飛

行

機

山

口砕
け子

ぼ
け
ナ
！
ス
の
②
小
林
光
ぃ忠

一
億
円
も
ら
っ
た
ら
亦
川
次
郎

浅
間
次
郎

永
井
す
る
み

尾
川
清
司

入。樹 〉見
千百f縛？知
のら
鈍ぬ
ムE
....-... 

本
の
紹
介

『素
足
に
ス
ニ
ー
カ
ー
』

田
村
賢
一
編

秋
の
風
ど
う
や
ら
あ
な
た

ド
モ
午
也

1

1

j
t
 

久
し
似
り
父
と
歩
い
た

初
出
況
の
迫

問
題
集
花
火
の
富
で
解

き
は
じ
め

必
す
る
久
の

r、
家
政
の
小

の
娘
、
品
V

に
向
か
っ
て
似
似
っ

て
る
タ
ι
J
学
生
・
：
。
い
ろ
ん
な

顔
を
持
つ
女
子
商
生
た
ち
が
、

五
じ
h
，
の
十
七
省
宇
に
託
し
た

”ホ
ン
ネ
”
の
数
々
。

竃国b
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ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
計

｛
6
川
夫
随
分
、

合
印
は
仰
川
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
一は
抑
叫
献
血
行
）

焼
地
区
※
水
向
山
則

笹
川
地

区
※
長
井
文

泊
地
区
命
令
以

怖
範
、
会
犬
山
．
此
H

比
川
、
会
下
山

利
初
、
ム
M

沢
本
氏
也
、
会
ト
八
村

h
h
M
n
、
会
合
制
作
利
子
、
会
浜
川

山
町
、

ムM
附
川
附、

A
H
H
H
川
秀

隊
、
合
大
．
Y
政
仏
、
※
加
山
勝
山
（

紀
子
、
※
仰
制
印
尖
下
山
子
、
山
崎

川
和
、
日
制
洋
一
、
内
山
丙
合

ず
、
大
村
久
夫
、
岡
崎
保

↑

五
箇
庄
地
区
A
M
M
山
仰
常、

A
H

脇
山
江
町
子
、
食
新
山
光
．
、

くらしの情報室

宮 83-1100朝日町役場

会
広

m・
店
子
、
※
河
内
木
久
山
晴、

※
大
久
保
ヅ
、
水
品
質
t
J

南

保
地
区
会
以
綴
恨
太
郎
、
会
長

崎
悠

一
、
A
M
柏
木
大
嗣
、
※
勝

阪
店
m
A伸
子

山
崎
地
区
会
本
川

一
似
て

A
H
水
野
尚
一
郎
、
会
九

mu端
必
、
会
内
丸
修
一
、
本
川

淳
子
、
水
野
山
及川

大
家
圧
地

区
会
川
勝
中
学
宮
、
会
井
口
絢
也
、

池
間
安
紀
、
勝

m倣
子
、
井
口

川
f
、
問
村市川
日
｛以
L
L
m
Mゃ
れ
）

『朝H町誕生』
H(f干1129年BJ1111、
l町7ケ村が什併して
朝ILI町が誕生した。
写t！は新’］：.制11lff f 
の誕生を祝う祝町会

の保子。

」認す！~イ

8月の脅種相談
〈相談は無料です〉

~月日） 裁判所出張調 停相談10:30～15 00 稿祉センター

一
~＊日) 心配ご と相談13・00～16.QO 悩社センター

6休日） 交 通事故相談 所
10:00～15:00 魚津総介Ji＇~

1 ~ 日 心 配 ごと相談 ・母子父子相 談
13:00～16:00 弘iM；センター

一
12体j自 社 会 保険出張相談

10:00～15:00 役助会議・・-n
ト・E・E・－

1 ~火）日
心 配ごと相談 ・行政相談

税務相談 ・人権相談

13・00～16.00 隔制センター

2~火j日 心酉己ご、と相談13:00～16:00 桐＋｜｜：センター

2？水）日 社 会 保険出張相談10:00～15:00 役均会，i~ ＇-P.

※母下手。il~持参

ti()Jl 

健康インフォメーシヨン
問合せ：保健センタ－ ft83-3309 

91 l11f ().r1 !Livi 

受
妙
案
、
天

ぐ両玄人分〉
務｝ぷ）~（小l災） ・・..・4g カニ！瓜1味かまぼこ・・・・l小；

だしiI・ ・・・ 0・・ e・0・・500cc ニンジン エノキダケ ?r20g 

しょうill！.・・ e・・小さじ2 サヤエンドウ ・・・5l女

Jlui ・・・・・・・・・・・・・0小さじM ，＇）・じそ ・0 ・・・ 0・・4～5枚

’‘田ー圃

町
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
絞
町
の
大
久
保
ふ
み
さ
ん
か

ら
－九
筒
山
小
学
校
へ
見
沢
川

凶
H
HH

（附
万
円
相
中
1
）

マ
さ
み
さ
と
小
川
ア
校
後
限
会
か

ら
さ
み
さ
と
小
学
校
へ
電
子

被
写
機
（
犯
万
円
相
当
）

マ
点
一
以
の
山
中
猛
さ
ん
と
本
町

の
氷
見
良
市
さ
ん
か
ら
さ
み

さ
と
小
学
校
へ
前
向
一
式

（
刊
万
円
相
中
i
）

マ
三
牧
師
川
の
小
川
正
犬
さ
ん
か

ら
数
行
似
興
の
た
め
ゆ
．
ん
川

聞
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
l
や

花
火
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
を
す

る
陽
台
は
官
前
に
消
防
窃

（
轟

um
’0
0
0
9）へ
M
け

山
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
炊
お
な
ど
の
残
り
火
や
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
は
、
完
全
に

消
し
て
く
だ
さ
い
含

－
花
火
を
す
る
と
き
は
が
放
や

火
災
に

1
分
山
ぶ
し
て
く
だ

3
い

－
火
災
作
紛
の
だ
A
H
山
中
は
火
災

の
能
川
を
然
化
し
ま
す
，

各一り方J
①カニかまぼこは、細く裂く ニンジンはF切り、サ
ヤエンドウちiiJjを除いてfl;IJりにする エノキダケ

Ii { iづきを除いてiえさをr分に切る
②鋭にだしと粉：本）~を人れ、本じゃくしで混ぜながら
減収後l～2分丘て、しょう臼IIとll.iで味付けをする
③ここに①を加えて:tらかくなるまで波て、カニかま
ぼこを加えて火から下ろす。

＠飢然かとれてとろみがつきかけたら‘水でi揺らした
if.iし；Iiに人れ、冷し1&1める子

＠~Iiから :II して 6:f分に切り、内じそを奴いたIll！に盛

る (.t;Hみで、おろししょうがやわさびを添える）

。健康体織叙室及び健康相絞（L、グれも希E遺書） ＇立8月78、21目、 28日
｛金眼目）午前9時30分から保健センターで、老人福従センターでの健康
相談は8月4目、 11目、 18日、 25日（火際日）午後18寺30分から、 8月
19日｛水曜日） tjl;}於築港センターて・も行っています。

000 

iJJ 3長 fr 月 円
~ 場

（対象首将） 受付 1時間

心の健康相談
srJ3FI ・ 1111 

（…が世話での受付）l、ずれも(Jll 新川保健所
けもします。（n52・1224) 13:00～14・。。
痴ほう性老人の相談も受けます

一
機能訓練 8J=l 181 I （火） 保健センター

on見学r11t去i釦1H'i'l 13:00～13:30 

子育て教室 8灯2111（金）
保健センター（午後l～2かJIのみちゃんと） 13:30～13:40 

お／：Jさん ※ 

3か月児健診 8月2511（火） 保健センター
( 1 o<rsJ i生まれ ※） 13:00～13・：30

4・5か月児健診 8月1811（火）
保縫センター

( I O~ド3rl ’l：まれ ※） 9:30～10:00 

一
1歳児健診 8月411（火）

保健センター
(9"1'6・7fl’I＇.まれ ※） 9:30～1 0・00

一,_ 

3歳児健診 8J 12711 （本）
保健センター

(7＇.ド4・SJI 'l.~ れ ※） 13 ：・ 00～~3:30 
トー一一一一ー

育児相談 SF-I 1911 (1/<l 
保健センター

(fl！，淡ft;盟行 ※） 9・30～1I :30 

ごみ収集が休みになります。

お盆のごみ収集
お盆は、

i~ ~＇.｛ 税引？

I J法 t託
生明第肌
高怯 2 

!T 坦

交通事故発生状況調
6月末現在（ ）内t~前年同月比

人身事故
物j員事故

件叙 害E司邑 傷者

入普ff綴竃 71 。78 268 
管内 (84) (2) (93) (31 Q) 

品目田町
23 。24 77 
(27) (Q) (30) (108) 

第2・第4土曜因l;l:外来休童書(I託行）です。
；急患は夜間・休日そ問わダ、24時間いつでも受付けします。 n83-1160

休 日 救急診療当 番医時間～午f畳間

8月 2日（日） ｜伊東医院 宮83-0504

8月 9日（日） ｜煩東病院 宮83-2299

8月14日（盆） 堀東痛院 合83-2299
8同15日（土） 高桜医院 告82-0010

8月16日（日） 橘 医院 n82-0791 

8月23日（日） 高桜医院 n82-0010 

8月30日（日）'- 橘 医院 n82-0791 

あさひ総合病院
E宰I政時間／午後ア時～午後11時
宜~54-0731

ガソリンスタンド休日当番店

8月 2日（日）｜大谷 石 油

8月 9日（日）｜小川石油

8月16日（日）｜ 全店 営

盟 竺 日（日）｜浜岡商店1na2ー0578

8月30日（日）｜中央農協Ina3-113s 

fi82-0703 

包83-3033

業

~節目／日臨日 ・ 祝日
所在地／鳳郡市消防副向側

の3日間は休みですo

新川地区休日夜間急患医療センター

また、8月14日 （金）の資源物回収に

ついても、休みになります。

8月14日（金）、

8月15日（土）｝

0
0
0
0
0
0
 -



広報係では、あなたの回りの島近な話題を待っています（ft83-1100

一一 朝日岳山開き登山会一一

附
の
シ
ン
ボ
ル
、
朝
日
丘
山
（
標
高

二
凶

一
八

いり
）
の
山
開
き
登
山
会
が

六
月
一

日十
七
日
か
ら
一
泊
二
日
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

登
山
会
に
は
県
内
を
は
じ
め
、
石

川
県
や
新
潟
県
な
ど
の
登
山
荷
を
《

む
百
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
川
損
泉
冗
湯
で
人
山
式
を
行
っ

て
か
ら
パ
ス
で
北
文
小
同
に
移
動
。

テ
l
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
皆
さ
ん
は
山

頂
を
向
指
し
、
新
緑
の
受
山
道
を
元

気
よ
く
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

夏山シーズン到来
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彦
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樹叫一山

11'~ 

阿川花（女） m：：尖
司
掠
甘

叫宇佐

探！

71<！；川会（女）完

浜川逗色（男）話

上得：後喜（兇）怒

鍛治店長（男）活

議、（男）草

越坂点衣（女）以

おし あ わ せ に

合6月届出分

おすこ やか に

大、1<

Wl’，，＿卜ll

6/14 

5/28 

5/25 

6/12 

6/21 

手

笠

J

卜

紙

折
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右

松

i
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6/3 

リースで思い出づくり
一一 山崎小児童がリース作りを体験一一

：政
料理を通じ国際交流
一日中友好協会が料理交流会を開催ー

東ブi申町

f.(tiJ!市

尚三浦町

歩主

ーを

降

お1

長浜

木

山

山
崎
小
学
校
の
全
校
児
蛍
八
十
三

人
が
六
月
二
十
六
円
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

や
ア
ル
ケ
ミ
ラ
な
ど
の
ハ

l
ブ
を
使

い
リ
l
ス
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

山
崎
小
山
下
校
は
い
米
存
で
開
校
す
る

こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
に
思
い
川
を

作
ろ
う
と
合
川
c

門
出
初
に

「
ハ
l
パ

ル
パ
レ

l
お
が
わ
」
の
管
理
人
の
大

雌
さ
ん
か
ら
ハ

l
ブ
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
地
区
の
方
が
リ
ー

ス
作
り
の
指
碍
に
あ
た
り
ま
し
た
。

児
議
た
ち
は
フ
ジ
の
つ
る
に
、
乾

燥
さ
せ
た
ハ

l
ブ
を
針
金
で
丁
筏
’に

付
け
、
楽
し
く
リ
l
ス
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
円
作
っ
た
リ
l
ス
は
、
秋
に

木
の
実
な
ど
を
飾
り
付
け
、
文
化
祭

に
展
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

川
の
日
中
ぷ
好
協
会
財
人
部
の
符

さ
ん
が
七
月
五
日
、
荒
い
幹
集
溶
セ
ン

タ
ー
に
川
内
伝
似
の
小
問
山
山身
行
と

ブ
ラ
ジ
ル
人
を
川
引
き
、
料
開
交
流
会

。

を
刷
き
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
中
川
か
ら
耐
化
し
た

耐
保
明
安
さ
ん
と
、
町
内
の
企
業
に

併
修
に
米
て
い
る
H
系
一一
川
の
苛
陥

七

一
さ
ん
家
肱
、
同
協
会
の
会
以
な

ど
約
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ギ
ョ
ウ
ザ
や
ピ
ー

マ
ン
と
脈
肉
の
油
い
た
め
な
ど
中
岡

料
型
六
日
聞
を
は
じ
め
、
コ

l
シ
ン
ヤ

（
ブ
ラ
ジ
ル
肌
剥
げ
ギ
ョ
ウ
ザ
）
や
パ

ン
ケ
ー
キ
（
ブ
ラ
ジ
ル
風
脊
巻
き
）
と

い
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
料
川
町
を
汁
め
八
純

知
。
皆
さ
ん
は
山
米
上
が
っ
た
料
理

に
舌
技
を
灯
ち
な
が
ら
、
な
ご
や
か

に
料
町
議
必
に
い
化
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

白川県金沢市
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市h
u
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一世田智『

f、
;_;; ＝：~ t.＋字：＊仕留交流会

守・圃・－”’戸、，＜
交
通
ル
l
ル
を
守
り
ま
す

1高
齢
者
生
き
が
い
教
室
！

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
と

六
月
ニ
十
九
円
、

「高
齢
者
生
き
が

い
教
室』

と
題
し
た
交
通
安
全
教
・
摂

が
大
山
本
店
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
入
詩
作
察
署
の
笠
井
交

通
課
長
が
、
最
近
発
生
し
て
い
る
交

通
事
故
の
状
況
を
説
明
。
説
本
的
な

ル
ー
ル
の
大
切
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
実
際
の
交
通
事
故
現
場

に
移
動
し
、
交
通
事
故
の
怖
さ
を
副

認
識
。
横
断
少
迫
の
正
し
い
波
り
方

を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
ま
し
た
。

‘司

活
発
に
意
見
交
換

ー
朝
日
町
赤
十
字
国
の
交
流
会
｜

福
井
県
相

H
川
と
筒
山
県
朝

H
川

の
必
十
宇
準
仕
聞
が
六
月
二
十
七

u、
な
な
い
ろ
K
A
N
で
交
流
会
を

聞
き
ま
し
た
。

M
じ
川
名
が
縁
で
参
加
し
た
約
四

十
人
は
、
お
瓦
い
の
活
動
内
科
を
紹

介
す
る
な
ど
活
発
に
必
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
悦
の
越
国
守

や
宮
崎
海
岸
な
ど
町
の
観
光
名
所
を

視
察
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

... 
Aゐ

－’・.. 

歴
史
ヒ
風
土
に
理
解
を
深
め
る

ー
方
言
・
地
名
・
郷
土
を
語
る
会
が
研
究
発
表
｜

川
の
万
一行
や
郷
卜
史
な
ど
を
研
究

し
て
い
る
朝
刊
町
方
言
地
名
談
話
会

の
枠
内
C

ん
が
六
月
二
十
七
円
、
件
ぃ併

学
羽
円
館
で
三
万
台

・
地
名

・
郷
土
を

川川
る
会
」
を
開
催
し
、
川

の
歴
史
や
風
土
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

こ
の
会
は
附
和
六
十
．

－

年
か
ら
制
作
ザ
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
川
が
卜
一

同
日
。
初
め
に
じ門
本
敏
子

さ
ん
ら
が

「制
川
町
の
山

城
」
の
制
集
に
抗
わ
っ
た

過
山
引
を
。
続
い
て
「
さ
さ

郷
の
流
れ
と
と
も
に
」
を

い
州
集
し
た
長
井
保
任
さ
ん

が
、
怖
い
川
地
似
の
限
史
に

つ
い
て
話
す
な
ど
多
彩
な

発
点
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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＠
ー
あ
さ
ひ
の
美
術
ー
日
比
H
Y
＠

• 1998.8. 1 

＠ 

163×680センチ六曲一双扉風

(1917年～）

1952年作

｜崎巴人山石

終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十

一
年
そ

れ
ぞ
れ
の
戦
地
か
ら
復
員
し
た
谷
口

山
郷
、
岩
崎
巴
人
は
東
京
の
展
覧
会

場
で
偶
然
に
出
会
う
。
戦
前
、
川
端

f『＼

画
学
校
で
共
に
学
ん
だ
二
人
で
顔
は

見
知
っ
て
い
た
。
だ
れ
と
も
な
く
声

を
か
け
意
気
投
合
、
食
料
難
の
東
京

か
ら
富
山
に
来
る
よ
う
に
と
山
郷
か

ら
の
誘
い
を
受
け
て
、
間
も
な
く
巴

人
は
、
朝
日
間
蛭
谷
に
や
っ
て
来
る

こ
と
と
な
っ
た
。
蛭
谷
に
は
、
他
に

絵
を
揃
く
長
崎
支
人
、
長
崎
助
之
照

と、

芸
術
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
競

い
合
っ
て
絵
を
描
く
友
も
い
た
。
そ

し
て
、
こ
の
画
家
た
ち
を
応
按
し
よ

う
と
す
る
後
援
会
も
で
き
た
。
後
援

会
長
は
、
当
時
市
山
県
の
育
問
実
知

山申
で
、
こ
の
会
合
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
円
本
表
現
派
が
創
立
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

こ
の
作
品

「山
河
経
文
」
は
、
小

川
か
ら
遥
か
に
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々

を
描
い
た
、
六
曲

一
双
の
大
作
で
あ

る
。
太
く
て
荒
々
し
い
揃
線
に
よ
り

山
河
を
組
み
立
て
「
困
破
れ
て
山
河

あ
り
」
の
寂
審
た
る
心
境
を
大
胆
に

表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
院
展

に
所
回
し
小
林
宵
径
に
帥
弔
、
新
古

典
主
義
の
作
風
か
ら

一
変
す
る
。
戦

後
の
円
本
闘
の
変
革
期
に
あ
っ
て
、

蛭
谷
で
の
生
活
は
山
人
の
根
幹
に
強

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

日
本
表
現
派
の
主
張

｜
岩
崎
巴
人
展
｜

九
月
六
日

ωま
で

・調

ー
拡
大
版
｜

来
年
の
成
人
式
の
記
念
品
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
な
た
の
怠
見
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

8
月
下
旬
、

9
月
上
旬
に
企
画
委

員
会
を
附
く
予
定
で
す
。

対
象

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
胡
H

川
在
住
者
ま
た
は
山
身
者
（
昭
和
日

年
4
月
2
円
か
ら
昭
和
田
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）

申
し
込
み

8
刀
ロ
日
側
ま
で
生
涯

学
習
課
（
会
役
場
内
線
3
2
3）へ
。

H 10.7.1現在 （） は前月比

成
人
武
の
企
画
巴
参
加
し
ま
ぜ
九
か
っ
・

＠
広

（

報
室
往

叶－
J
t
uや

V
北
陸
三
県
の
広
報
担
当
符
が
集
ま

り
、
今
後
の
広
報
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
、
第
四
回
北
陸
広

報
サ
ミ
ッ
ト
が
石
川
県
の
七
尾
市
で

開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
北
陸
の
み
な
ら
ず
、
全

国
か
ら
約
百
人
が
出
席
。
「広
報
」

を
肴
に
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
、
刺

激
を
受
け
て
き
ま
し
た
V
毎
回
、
こ

の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
思
う
の

は
、
女
性
の
広
報
担
当
者
が
意
外
に

r-, 

世帯数5,122(+3) 計16β18（ー27)

多
い
こ
と
。
参
加
者
の
約
三
分
の

一

が
広
報
ウ
ー
マ
ン
で
す
。
ま
だ
、
県

内
で
は
数
人
し
か
い
な
い
状
況
で
す

が
、
男
女
平
等
の
似
の
巾
。
社
必
に

閲
し
て
山
女
の
組
側
は
、
次
第
に
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
V
平

成
七
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
山

県
の
’K
性
就
業
率
は
令
国
四
位、
4
U
（

働
率
は
全
岡
三
位
と
、

い
ず
れ
も
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
引

を
持
つ
’
K
性
が
哨
え
る
に
伴
い
、
・
家

嵯
で
の
役
割
も
変
化
す
る
こ
と
が
大

切
。
仕
事
だ
け
で
な
く
家
庭
に
も
男

女
平
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

は
言
う
も
の
の
男
性
に
と
っ
て
は
耳

の
痛
い
話
で
す
・：
。

＠

女8,897(-18) 〔町の人口〕 男7,921(-9) 


